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理
事
会	

12
／
16	

　

於
・
新
潟
県
人
会
館

　

藤
塚
会
長
以
下
20
名

　

・
会
報
発
送　

約
７
百
部

　

・
新
年
会
打
ち
合
わ
せ

新
年
会	

１
／
27	

　

於
：
東
京
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

　

出
席　

71
名　

会
員
68
名

　

片
貝
３
名

　
東
京
片
貝
会

　
　
　
第
54
回 
総
会
御
案
内

　

皆
様
に
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

記
録
的
に
早
い
桜
の
開
花
の
あ
と
、
急
に
冷
え
込
む
な
ど
寒

暖
の
激
し
い
日
々
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
第
54
回
総
会
を
左
記

の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

同
級
生
、
お
友
達
を
誘
い
合
っ
て
、
多
数
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
御
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

記

日
時　

平
成
25
年
6
月
30
日（
日
）

　
　
　

午
後
一
時
（
正
午
よ
り
受
付
）

会
場　

東
京
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

　
　
　

東
京
都
千
代
田
区
二
の
二

 　

０
３
・
５
２
１
０
・
４
６
０
０

会
費　

八
、〇
〇
〇
円

お
願
い　

返
信
は
6
月
19
日（
水
）

　
　
　

ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

（1）

「
片
貝
の
歴
史
マ
ッ
プ
」
に
は
次

の
よ
う
な
全
68
項
目
の
記
事
が
写

真
と
共
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
、
大
悲
閣
観
音
堂

現
在
の
建
物
は
享
和
二
年
（
一
八

理
事
会	

4
／
21	

　

於
・
日
本
海
庄
や
御
徒
町
店

　

藤
塚
会
長
以
下
17
名

　

・
新
年
会
反
省

　

・
総
会
打
ち
合
わ
せ

　

・
総
会
会
費
の
件

　

・
会
報
記
事
の
件

　

片
貝
郷
土
史
研
究
会

　

Ａ
４
サ
イ
ズ
、
カ
ラ
ー
印
刷

　

40
ペ
ー
ジ　
　

千
二
百
円

　

片
貝
総
合
セ
ン
タ
ー
で
販
売
中

　

東
京
片
貝
会
総
会
で
も
販
売

/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/

「
片
貝
町
の
歴
史
マ
ッ
プ
」が

発
行
さ
れ
ま
し
た
。

/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/

東
京
片
貝
会
年
会
費
二
千
円

振
込
み
又
は
総
会
で
の
納
入

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
回
よ
り
総
会
参
加
会
費
を

八
千
円
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

東京
グリーン
パレス

日本
テレビ
麹町

地下鉄有楽町線
麹町こうじまち
5 番又は 6 番
出口徒歩1分

有
楽
町
線

6番出口

５
番
出
口

市ヶ谷駅

麹
町

永田町

会
の
動
き

知
る
方
々
の
助
力
に
よ
っ
て
完
成

し
た
。主
な
編
集
者
…
鈴
木
義
隆
、

大
塚
浩
一
、
吉
井
和
夫
、
佐
藤
二

一
、
佐
藤
完
二
郎
、
山
口
恒
、
大

矢
三
重
、
安
達
元
春
、
黒
崎
哲
郎

　
「
片
貝
の
歴
史
マ
ッ
プ
」
を

　

開
い
て

　

先
頃
、
片
貝
で
発
刊
さ
れ
た
郷

土
史
研
究
会
の
歴
史
マ
ッ
プ
を
読

み
、
あ
ら
た
め
て
遥
か
遠
い
昔
、

幼
い
手
に
小
銭
を
握
っ
て
観
音

様
や
町
裏
の
薬
師
様
、
そ
し
て
今

は
無
い
千
尺
の
八
幡
様
に
行
っ
た

事
、
そ
の
千
尺
あ
た
り
で
ア
ブ
ラ

ン
ボ
や
タ
ナ
ゴ
等
を
釣
っ
た
り
、

又
朝
陽
館
、
耕
読
堂
の
後
を
引
い

て
い
た
と
は
知
ら
ず
に
寺
町
の
説

教
所
の
二
階
の
広
い
部
屋
を
飛
び

廻
っ
て
い
た
り
と
、
そ
の
他
諸
々

の
事
が
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
し

た
。
そ
し
て
今
ま
で
知
ら
な
か
っ

た
上
杉
謙
信
の
跡
目
争
い
で
敗
れ

た
影
虎
方
に
加
担
し
た
片
貝
の
大

屋
敷
に
居
を
構
え
て
い
た
片
貝
式

部
能
連
が
戦
に
出
た
ま
ま
戦
死
し

て
帰
っ
て
来
な
か
っ
た
と
い
う
悲

し
い
末
路
を
知
り
（
残
さ
れ
た
一

族
の
そ
の
後
は
記
載
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
）
い
つ
の
時
代
で
も
戦
争

の
儚
さ
、
空
し
さ
、
そ
し
て
切
な

さ
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
旧
を
送

り
、
新
を
迎
え
る
。
進
歩
を
信
じ

て
繰
り
返
し
て
き
た
歴
史
を
読
み

故
郷
片
貝
の
昔
に
ロ
マ
ン
を
感
じ

た
春
の
夜
の
一
時
で
し
た
。
片
貝

出
身
者
に
一
読
を
お
薦
め
し
ま

す
。　
　
（
立
志
会　

阿
部
修
次
）

ス
マ
ホ
で

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

携
帯
電
話
に
代
わ
り
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
持
つ
人
が
多
く
な
り
ま

し
た
。
パ
ソ
コ
ン
だ
け
で
な
く
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
東
京
片
貝
会

や
同
級
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

片
貝
祭
・
花
火
の
動
画
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！ 

等
検
索
画

面
で
「
東
京
片
貝
会
」
で
検
索
し
、

「
ｋ
ｏ
ｕ
ｓ
ｉ
ｎ-

東
京
片
貝
会
」

を
選
択
表
示
し
、
画
面
中
の
「
ト

ッ
プ
に
戻
る
」
で
東
京
片
貝
会
ト

ッ
プ
ペ
ー
ジ
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
な
ど
に
保
存
く
だ

さ
い
。
東
京
片
貝
会
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
の
「
片
貝
町
関
連
リ
ン
ク
」
か

ら
関
連
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ブ

ロ
グ
へ
移
行
し
て
閲
覧
下
さ
い
。

　

グ
ー
グ
ル
の
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ

ー
で
片
貝
町
大
通
が
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。
懐
か
し
い
町
並
み
を
ご
覧

下
さ
い
。

〇
二
年
）、
今
か
ら
二
百
年
前
、

「
や
せ
か
ま
ど
」
の
筆
者
太
刀
川

喜
右
衛
門
が
再
建
す
る
。
…
小
林

一
茶
選
、
秀
逸
壱
百
吟
一
茶
を
含

め
て
百
二
の
句
が
あ
る
。

４
、
大
塚
家
邸

大
塚
家
は
元
禄
の
時
代
か
ら
明
治

ま
で
、
代
々
古
料
の
庄
屋
を
務
め

た
。
字
笹
原
の
大
半
を
占
め
、
板

塀
や
土
塀
を
巡
ら
し
た
広
大
な
屋

敷
は
、
…
県
下
で
も
有
数
の
大
地

主
で
酒
造
業
を
営
み
、
薬
酒
「
仙

桃
酒
」
は
有
名
で
あ
っ
た
。

12
、
遊
山
台
諸
先
生
の
石
碑

朝
陽
館
、
耕
読
堂
八
代
の
う
ち
…

片
貝
村
民
は
諸
先
生
の
学
恩
に
感

謝
し
、
そ
の
都
度
墓
碑
を
建
て
、

今
も
毎
年
教
育
感
謝
祭
が
行
わ
れ

て
い
る
。
…

31
、
浅
原
神
社
・
本
殿
・
相
撲
場

34
、
水
沢
と
源
二
郎
川

片
貝
三
沢
の
一
つ
で
名
水
と
言
わ

れ
、
昭
和
初
期
頃
ま
で
「
末
期
の

水
」
を
汲
む
慣
わ
し
が
あ
っ
た
。

…
尚
、
昭
和
30
年
頃
ま
で
沢
の
中

程
に
湯
治
場
「
山
の
湯
」
が
あ
っ

た
。

付
録　

片
貝
字
地
図（
明
治
５
年
）

片
貝
地
区
史
跡
・
遺
跡
所
在
図

「
片
貝
町
郷
土
史
研
究
会
」

　

片
貝
町
に
あ
る
史
跡
、
遺
跡
等

の
謂
れ
、
生
立
ち
、
言
い
伝
え
を

後
世
に
残
し
て
行
き
た
い
と
平
成

16
年
の
中
越
震
災
以
前
よ
り
活
動

し
て
い
ま
す
。
資
料
の
収
集
、
撮

影
、
場
所
な
ど
の
確
認
等
、
多
く

の
方
々
の
努
力
と
、
物
事
を
良
く
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平
成
25
年
新
年
会
は
会
員
68

名
、
片
貝
か
ら
３
名
の
出
席
者
を

迎
え
総
勢
71
名
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

藤
塚
会
長
の
挨
拶
で
開
会
、
大

塚
浩
一
片
貝
町
協
議
会
会
長
か

ら
、
本
田
正
憲
小
千
谷
商
工
会
議

所
会
頭
、
友
田
明
石
Ｊ
Ａ
越
後
お

ぢ
や
組
合
長
か
ら
片
貝
の
近
況
や

「
片
貝
の
歴
史
マ
ッ
プ
」
発
刊
の

紹
介
と
ご
挨
拶
を
頂
い
た
。

　

若
杉
会
佐
藤
祐
一
様
に
よ
る
乾

杯
の
音
頭
で
懇
親
会
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　

乾
杯
の
お
酒
は
友
田
様
か
ら
頂

い
た
「
越
乃
寒
梅
」
特
級
酒
、
と

っ
て
も
美
味
し
い
お
酒
で
し
た
。

余
興
は
若
手
理
事
が
進
行
役
の
福

引
、
Ｊ
Ａ
越
後
お
ぢ
や
様
、
片
貝

煙
火
工
業
様
、
片
貝
煙
火
協
会
様

と
藤
塚
会
長
か
ら
の
ご
寄
付
で
魚

沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
カ
レ
ン
ダ
ー

な
ど
豪
華
景
品
が
盛
り
沢
山
、
全

員
何
ら
か
の
景
品
を
持
っ
て
帰
ら

れ
ま
し
た
。

　

福
引
の
次
は
い
よ
い
よ
カ
ラ
オ

ケ
大
会
、
演
歌
や
ム
ー
ド
歌
謡
、

デ
ュ
エ
ッ
ト
も
飛
び
出
し
、
日
頃

鍛
え
た
自
慢
の
喉
を
披
露
、
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

宴
も
い
よ
い
よ
終
盤
と
な
り
全

員
に
よ
る
「
サ
ラ
イ
」「
あ
あ
上
野

駅
」
の
大
合
唱
、
〆
は
や
っ
ぱ
り

永
遠
会
寺
町
明
美
さ
ん
の
ア
ナ
ウ

ン
ス
入
り
の
「
木
遣
り
」
で
余
興

は
終
了
。
宴
の
締
め
く
く
り
は
、

昨
年
還
暦
の
盛
大
な
花
火
を
上
げ

た
つ
ど
い
会
相
崎
俊
夫
理
事
に
よ

る
万
歳
三
唱
で
幕
を
閉
じ
た
。

　

片
貝
弁
で
花
が
咲
く
楽
し
い
ひ

と
時
で
す
、
皆
様
是
非
ご
参
加
下

さ
い
。

（2）

【
ご
来
賓
出
席
】（
敬
称
略
）

大
塚
浩
一
（
片
貝
町
協
議
会
会

長
）、
友
田
明
石
（
Ｊ
Ａ
越
後
お

ぢ
や
組
合
長
）、
本
田
正
憲
（
小

千
谷
商
工
会
議
所
会
頭
）

【
会
員
出
席
者
】（
敬
称
略
）

 

（
昭
和
17
〜
21
卒
）

　

中
川
克
子
、
佐
藤
昭
六
、
山
口

光
雄
、
石
井
ユ
リ
、
西
山
和
子
、

中
島
ヨ
シ
、
星
シ
ズ
、
阿
部
修
次
、

安
達
和
三
、
高
野
賢
、
黒
崎
晴
郎
、

清
水
好
男
、
安
達
弘
男
、
山
口
明

男
、
佐
藤
安
治
、
神
林
勝
夫

 

（
昭
和
22
〜
30
卒
）

　

大
塚
順
一
、
浅
田
義
男
、
中
村

恵
美
子
、
石
上
俊
夫
、
小
宮
秀
雄
、

石
川
春
子
、
佐
藤
祐
一
、
藤
塚
浩

治
、
荒
木
ム
ツ
、
黒
崎
勝
、
吉
原

宏
、
奥
瀬
洋
子
、
相
内
テ
ル
、
木

下
伸
、
安
達
弘
之

 

（
昭
和
31
〜
39
卒
）

　

藤
塚
悟
、
大
塚
國
夫
、
小
野
塚

清
、
芝
満
雄
、
小
宮
善
興
、
黒
瀬

良
子
、
諸
我
時
夫
、
吉
井
信
三
、

安
達
弘
、
小
宮
文
雄
、
黒
崎
正
雄
、

五
十
嵐
哲
郎
、
芝
文
夫
、
小
宮
三

郎
、
工
藤
イ
ツ
、
山
家
恵
美
子
、

本
田
秀
幸
、
寺
町
明
美
、
松
井
京

子
、
小
野
塚
和
夫
、
本
田
利
美
、

芝
強
、
佐
藤
正
志

 

（
昭
和
40
卒
〜
）

　

相
崎
俊
夫
、
安
達
徹
、
小
林
和

弘
、
山
口
光
夫
、
安
達
亮
一
、
内

藤
富
美
子
、
藤
塚
伸
雄
、
安
達
智

子
、
徳
永
隆
浩
、
徳
永
雅
史
、
堀

井
ひ
と
み
、
吉
田
貴
裕
、
相
崎
清

輝
、
友
田
啓

【
東
京
片
貝
会
へ
の
ご
寄
付
】

左
記
の
方
々
か
ら
東
京
片
貝
会
へ

ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。　

Ｈ
24
／

11
／
１
〜
Ｈ
25
／
３
／
31
（
敬
称

略
、
順
不
同
）　

山
岸
慶
昭
（
15
）、
石
井
ユ
リ
・
中

島
ヨ
シ
・
山
口
光
雄
（
19
）、
阿

部
修
次
・
佐
藤
安
治
（
21
）、
大

塚
順
一
（
22
）、
安
達 

隆
・
品
田

紀
美
子
（
28
）、
大
塚
國
夫
・
小

野
塚
清
・
藤
塚　

悟
（
31
）、
諸

我
時
夫
（
32
）、
安
達　

弘
（
33
）、

黒
崎
正
雄
（
35
）、
吉
田
邦
男

（
38
）、
安
達　

徹
（
41
）、
高
野
昭

人
（
47
）、
友
田
明
石
・
大
塚
浩
一
・

小
野
塚
東
一
（
片
貝
）

　

浅
田
鐡
二
（
昭
５
卒
）
何
時
も

お
世
話
様
で
す
。
歩
行
困
難
の
為

欠
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆

様
に
よ
ろ
し
く
お
伝
え
下
さ
い
。

　

吉
原
栄
一
（
昭
22
卒
）
町
内
の

行
事
と
重
な
り
残
念
な
が
ら
欠
席

し
ま
す
。
郷
土
片
貝
会
の
ご
盛
会

を
祈
念
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
澤
須
美
（
昭
24
卒
）
役
員
の

皆
様
の
ご
尽
力
に
感
謝
し
、
ご
盛

会
を
祈
り
ま
す
。
会
報
で
ふ
る
さ

と
の
近
況
を
知
る
の
が
楽
し
み
で

す
。

　

安
藤
眞
里
子
（
昭
26
卒
）
寒
中

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
い

つ
も
会
報
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
当
日
の
ご
盛
会
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

　

吉
原
武
夫
（
昭
28
卒
）
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
暮
に
黒
崎
音
吉
叔
父
様
が
、

新
年
早
々
屋
敷
の
吉
井
一
郎
叔
父

様
が
亡
く
な
り
久
し
ぶ
り
片
貝
へ

行
き
雪
の
片
貝
を
見
ま
し
た
。
皆

様
に
よ
ろ
し
く
、小
生
元
気
で
す
。

　

吉
井
均
（
昭
29
卒
）
所
用
で
新

年
会
出
席
あ
た
わ
ず
、
片
貝
教
の

信
者
と
し
て
夏
の
総
会
に
は
必
ず

出
席
。

　

井
上
知
子
（
昭
34
卒
）　

会
報
・

町
の
で
き
ご
と
に
私
の
兄（
実
家
）

の
「
園
児
に
イ
モ
堀
り
」
が
載
っ

て
い
て
う
れ
し
か
っ
た
。
さ
っ
そ

く
兄
に
会
報
を
送
っ
て
あ
げ
ま
し

た
。
来
年
は
園
児
の
掘
っ
た
イ
モ

の
残
り
を
じ
い
さ
ん
、
ば
あ
さ
ん

に
焼
き
イ
モ
に
し
て
ふ
る
ま
う
と

か
ハ
リ
き
っ
て
い
ま
し
た
。

　

上
田
益
美
（
昭
19
卒
）
い
つ
も

お
世
話
様
で
す
。
元
気
な
今
の
う

ち
に
と
旅
行
を
楽
し
ん
で
ま
す
。

雪
の
便
り
を
聞
き
な
が
ら

   
新
年
会
開
催
平
成
25
年
1
月
27
日

東
京
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

※
有
料
企
業
広
告
を
募
集
中
※

「患者さんとお医者さん」
〜にゃんこ先生奮闘記〜
　　　　　安達昌子 著
人に寄り添う医療を求めて

精密プレス金型
精密冶工具
〈設計製作〉

新越精機㈱
藤塚　悟（昭31・屋敷）
〒124-0012
葛飾区立石8-54-7
03-3696-0561

古希
10日昼
昼の三尺玉（陽光会）
10日夜
絆の大煙火（有志）

第12回卒
　　東京陽光会

会
員
短
信
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日
時　

10
月
28
日
（
月
）
午
後　

講
師　

小
川
千
春
氏（
旧
姓
藤
塚
）

　

緑
翼
会　

三
の
丁
稲
場
出
身　

略
歴　

片
貝
中
学
校
第
32
回
卒
業

（
昭
和
54
年
卒
）

　

Ｓ
57
小
千
谷
西
高
校
卒
業

　

Ｓ
60
埼
玉
医
科
大
学　

看
護
専

門
学
校
卒
業　

　

Ｓ
60
埼
玉
医
科
大
学
病
院
勤
務

　

Ｓ
63
新
潟
大
学
医
学
部
付
属
病

院
勤
務

　

Ｈ
７
～
現
在　

三
菱
ガ
ス
化
学

㈱　

新
潟
工
場
医
務
室
勤
務　
　

講
演
概
要

　

片
貝
の
裏
山
は
世
界
に
通
じ
る

…　

・
天
然
ガ
ス
の
話　

・
会
社

の
紹
介　

・
私
の
仕
事
の
話
・
社

員
研
修
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

…今
年
の
同
級
生
は

　
　
　
　
　
　

結
虹
会

　
「
結
（
ゆ
い
）」
に
は
、「
い
つ
ま

で
も
こ
の
仲
間
た
ち
と
つ
な
が
っ

て
い
よ
う
」
と
い
う
意
味
を
、「
虹

（
こ
う
）」
に
は
、
私
た
ち
の
学
年

名
で
あ
る
レ
イ
ン
ボ
ー
を
い
つ
ま

で
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
い
う
思

い
を
込
め
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
大
げ
さ
な
ん
で
す

が
…　

成
友
会　

佐
藤　

潤

　

越
後
片
貝
で
三
尺
玉
四
発
打
揚

げ
記
録
の
あ
る
明
治
二
四
年
（
約

１
２
０
年
前
）、
日
本
の
人
口
は

現
在
の
僅
か
35
％
位
で
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
そ
の
後
の
爆
発
的
な
人

口
増
加
、
経
済
成
長
が
、
い
つ
し

か
過
渡
期
を
迎
え
、
耳
が
痛
い
ほ

ど
聞
か
さ
れ
て
い
る
少
子
高
齢
化

の
波
は
、
故
郷
に
も
直
撃
し
て
い

ま
す
。
片
貝
若
は
、
そ
の
対
象
年

齢
を
拡
げ
始
め
て
い
る
と
聞
き
ま

し
た
。
そ
も
そ
も
、
還
暦
が
区
切

り
で
は
な
く
な
っ
て
良
い
時
代
で

す
。
逆
に
東
京
片
貝
会
は
、
入
会

年
齢
を
下
げ
る
も
一
考
と
感
じ
ま

す
。
片
貝
木
遣
り
は
江
戸
文
化
、

屋
台
山
車
は
京
文
化
を
そ
れ
ぞ
れ

【
母
校
を
励
ま
す
会
基
金

　
　
　
　
　
　
　

ご
協
力
者
名
】

（
敬
称
略
・
順
不
同
）・（
卒
年
）

（
Ｈ
24
・
11
・
1
〜
3
・
31
）

山
岸
慶
昭
・
太
刀
川
三
郎
（
15
）、

本
田
ユ
キ（
16
）、中
川
克
子（
17
）、

松
下
利
夫
（
18
）、
気
田
登
美
、
佐

藤
昭
六
・
星　

シ
ズ（
19
）、
阿
部

修
次
・
安
達
弘
男
・
安
達
和
三
・

高
野　

賢
・
黒
埼
晴
郎
・
神
林
勝

夫
（
21
）、
山
本
文
子
・
豊
島
文
枝
・

友
田
善
智
（
22
）、
中
村
恵
美
子
・

長
岡
利
夫（
23
）、
山
口　

弘
・
新

澤
須
美
・
青
木
マ
ツ
エ
・
石
上
俊

夫
（
24
）、
小
宮
秀
雄
（
26
）、
吉

原
靖
子
・
荒
木
ム
ツ
・
佐
藤
祐
一
・

石
橋
行
夫
・
藤
塚
浩
治
・
藤
塚
文

顕
（
27
）、
安
達　

隆
・
奥
瀬
洋
子
・

吉
原　

宏
・
吉
原
武
夫
・
久
賀
久

作
・
黒
崎　

勝
・
小
松
原
美
枝
・

相
内
テ
ル
・
品
田
紀
美
子
（
28
）、 

宮
下
優
子
・
鯉
島
昭
雄
・
松
本
キ

イ
・
野
崎
真
知
子
（
29
）、
安
達

弘
之
（
30
）、
熊
谷
満
里
子
・
軍

司
雅
子
・
黒
瀬
良
子
・
芝　

満
雄
・

小
宮
善
興
・
小
野
塚
清
・
藤
塚　

悟
・
平
石
和
子
（
31
）、
吉
井
信

三
・
重
原
文
明
・
諸
我
時
夫
（
32
）、

安
達　

弘
・
大
塚
功
績
（
33
）、

井
上
知
子
・
神
林
省
三
（
34
）、

五
十
嵐
哲
郎
・
工
藤
イ
ツ
・
芝　

文
夫
・
小
宮
三
郎
（
35
）、
広
沢
雅

子
（
36
）、
吉
原
敏
明
・
寺
町
明
美
・

松
井
京
子
・
本
田
秀
幸
・
鈴
木
映

子
（
37
）、
芝　

強
・
小
野
塚
和

夫
・
本
田
利
美
・
吉
田
邦
男
（
38
）、

佐
藤
正
志
・
天
野
八
重
子
（
39
）、

相
崎
俊
夫
（
40
）、
安
達　
徹（
41
）、

内
藤
富
美
子
（
43
）、
吉
井　

宏
・

高
野
昭
人
（
47
）、
安
達
智
子
・
徳

永
隆
浩
（
52
）、
徳
永
雅
史
（
53
）、

堀
井
ひ
と
み
（
54
）、
佐
藤　

潤

（
55
）、
吉
田
貴
裕
（
56
）、
友
田

明
石
（
片
貝
）

巧
み
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
片

貝
に
は
先
人
達
か
ら
受
け
継
が
れ

て
き
た
伝
統
、
そ
し
て
柔
軟
性
が

あ
り
ま
す
。
１
２
０
年
前
、
意
地

と
プ
ラ
イ
ド
を
か
け
、
創
意
工
夫

で
前
人
未
到
を
楽
し
ん
だ
先
達
が

い
ま
し
た
。
１
２
０
年
前
の
片
貝

ん
し
ょ
に
笑
わ
れ
な
い
よ
う
に
、

１
０
０
年
後
の
片
貝
ん
も
ん
が
誇

れ
る
よ
う
に
、
お
手
伝
い
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

東
京
片
貝
会
へ
参
加
し
て
思
っ

た
事　

翼
進
会　

吉
田
貴
裕

　

四
十
二
の
年
、
初
め
て
東
京
片

貝
会
の
存
在
を
知
り
、
理
事
と
し

て
三
年
を
迎
え
ま
し
た
。
初
め
て

の
総
会
で
翼
進
会
と
し
て
出
席
し

た
と
こ
ろ
直
近
の
先
輩
方
だ
け
で

な
く
、
初
対
面
の
方
、
親
世
代
の

方
々
に
暖
か
く
迎
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
多
く
の
方
が

故
郷
・
片
貝
を
想
い
集
ま
る
〜
時

が
経
っ
て
も
代
わ
る
こ
と
の
な
い

絆
の
深
さ
を
知
り
、
こ
の
会
を
後

輩
達
へ
も
引
き
継
い
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
片
貝
を
出
て

二
十
五
年
余
り
、
思
え
ば
一
人
上

京
の
寂
し
さ
を
支
え
て
く
れ
た
同

級
生
と
祭
。成
人
で
花
火
を
上
げ
、

嫁
を
も
ら
い
、
子
が
で
き
花
火
、

厄
年
で
花
火
と
一
通
り
郷
土
と
祭

と
同
級
生
を
大
切
に
し
て
き
た
つ

も
り
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
世

代
を
越
え
東
京
片
貝
会
の
一
員
と

し
て
お
手
伝
い
で
き
た
ら
と
思
い

ま
す
。
微
力
で
す
が
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

中
学
校
歌
と
作
詞
者
の
こ
と

　

教
頭　

岩
崎
真
さ
ん
よ
り

　

栃
尾
秋
葉
公
園
に
行
っ
た
と

き
、
作
詞
者
遠
山
夕
雲
（
郷
土
の

有
名
歌
人
）
の
歌
碑
を
見
つ
け
ま

し
た
。「
遠
つ

世
」…
は
る
か

遠
い
昔
、
な
ど

歌
の
意
味
を
含

め
て
総
会
の
折

に
少
し
紹
介
し

よ
う
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

・
立
志
会　

昭
和
21
年
卒

　

今
年
の
出
会
い
の
旅
は
５
月

14
・
15

日
長
岡

の
蓬
平

温
泉
、

翌
日
宝

徳
稲
荷

に
お
参

り
し
て

小
千
谷

の
へ
ぎ

そ
ば
の

昼
食
で

解
散
。

・
永
遠
会　

昭
和
37
年
卒

　

関
東
在
住
の
会
員
が
上
野
に
集

ま
り
同
級
会
を
開
催
。
会
え
ば
す

ぐ
昔
に
戻
っ
て
、
話
す
こ
と
話
す

こ
と
、
割
り
込
む
ス
キ
も
無
し
。

亡
同
級
生
の
黙
祷
、
浅
草
に
回
っ

て
雷
門
か
ら
、
青
空
の
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
を
見
上
げ
な
が
ら
墨
田
川
べ

り
を
散
策
。
同
級
生
は
い
い
ね
。

諸我石材店
墓碑・灯籠
石材加工販売

諸我和成
〒 947-0101
小千谷市片貝町一の町
0258-84-2317

税務相談
お気軽にどうぞ

もろが会計事務所
諸我時夫（昭32年卒）
柏市増尾8-22-9
自　宅　04-7176-4528
事務所　03-3888-4190

奥瀬
クリーニング店
奥瀬洋子
（昭28年卒・大屋敷）
〒194-0021
東京都町田市中町4-5-3
042-723-5727

h
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h
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h
h

母
校
を
励
ま
す
会
　
お
知
ら
せ

い
つ
も
ご
支
援
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

同
級
会
の
動
き

若
手
理
事
の
一
言

第
29
回　

教
育
講
演
会

講
師
（
内
定
）
お
知
ら
せ
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四
年
女
子
品
田
萌
衣
さ
ん
、
三
年

女
子
藤
塚
亜
子
さ
ん
の
三
名
が
一

位
、
六
年
女
子
丸
山
二
千
花
さ
ん

が
二
位
に
入
賞
し
た
。
ま
た
、
リ

レ
ー
で
は
、男
女
と
も
五
位
入
賞
。

各
大
会
、
種
目
で
大
勢
の
児
童
の

活
躍
が
あ
っ
た
。

　

地
域
の
皆
様
か
ら
の
強
く
温
か

な
ご
支
援
の
お
か
げ
で
、
学
校
は

今
年
百
四
十
年
目
を
迎
え
、
10
月

11
日
（
金
）
に
記
念
式
典
を
開
催

し
ま
す
。

　
　

■
中
学
校

　

平
成
24
年
度
片
貝
中
学
校
11
月

以
後
の
生
徒
の
活
躍
で
す
。
税
の

作
文
と
読
書
感
想
文
は
新
潟
県
コ

ン
ク
ー
ル
で
の
入
賞
で
し
た
。
新

人
戦
で
は
卓
球
女
子
が
県
３
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。

小
千
谷
市
科
学
作
品
展
覧
会

　

佳
作　

相
㟢
璃
子
、阿
部
凌
大
、

巻
渕
晴
美
、
吉
原
海
奈
、
大
矢
凌

小
千
谷
市
発
明
工
夫
・
工
作
展

　

奨
励　

安
達
練
、
山
口
ア
ト
ム

小
千
谷
市
科
学
研
究
発
表
会

　

佳
作　

安
達
彩
穂
、
安
達
光
、

三
重
堀
葉
月　
　
　
　
　
　
　
　

税
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　

優
秀　

小
宮
一
糸
、　　
　
　

　

市
長　

藤
塚
成
美　
　
　
　
　

中
越
地
区
新
人
卓
球
大
会  

女
子

団
体
⑤
、
個
人　

２
年
男
子
吉
井

大
樹
③
、２
年
女
子
山
口
優
香
⑤
、

三
重
堀
葉
月
⑨
、
１
年
女
子
五
十

嵐
高
嶺
⑤
、
小
宮
涼
花
⑨
、
浅
田

美
結
⑲　

以
上
県
大
会
出
場

読
書
感
想
文
小
千
谷
市
審
査

　

優
秀　

大
野
優
和
、小
宮
一
糸
、

安
達
諒
、
清
水
澄
玲
、
小
林
大
倫

読
書
感
想
文
中
越
地
区
審
査

　

最
優
秀　

小
林
大
倫
、　　

　

優
秀　

小
宮
一
糸
、
清
水
澄
玲

読
書
感
想
文
新
潟
県
審
査

　

優
秀　

小
林
大
倫　
　
　
　
　

宮
柊
二
記
念
館
全
国
短
歌
大
会

　

佳
作　

吉
原
さ
や
か
、
山
賀
秀

新
潟
県
中
越
教
育
美
術
展

　

金　

清
水
澄
玲
、
銅　

小
野
塚

憲
司
、
本
田
功
大　
　
　
　
　
　

県
中
学
新
人
卓
球
大
会  

女
子
団

体
③　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
た
る
カ
ッ
プ
バ
ス
ケ
大
会　

②

バ
ス
ケ
ウ
ィ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
優
勝

栃
尾
近
郷
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
③

県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
銅

新
潟
県
書
き
初
め
コ
ン
ク
ー
ル

　

準
特
選　

安
達
彩
穂
、
安
達
練

町
の
で
き
ご
と

・
片
貝
町
協
議
会
総
会

　

総
会
が
４
／
13
に
開
催
さ
れ
役

員
改
選
に
よ
り
新
会
長
に
本
田
毅

さ
ん
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

功
労
者
表
彰　

大
矢
孝
四
郎
さ
ん

（
一
ノ
町
）
長
年
に
渡
り
学
童
登

校
の
交
通
安
全
に
尽
力
さ
れ
た
。

　

吉
原
豊
さ
ん
（
三
ノ
町
）
40
年

以
上
も
小
学
児
童
の
ス
キ
ー
指
導

を
実
施

ふ
る
さ
と
・
は
・
今　
　
　

　
　
　
　

Ｈ
24
年
11
月
よ
り

Ｈ
25
年
3
月
ま
で

教
員
異
動　

４
／
１
付　

片
貝
小

学
校
教
頭
楠
田
浩
（
前
任
大
淵
栄

一
教
頭
は
魚
沼
市
井
口
小
へ
）

　
　

■
小
学
校

新
年
度
の
ス
タ
ー
ト

　

４
月
５
日
に
38
名
（
二
学
級
）

の
一
年
生
を
迎
え
、
全
校
児
童

二
二
九
名
で
平
成
二
五
年
度
が
始

ま
っ
た
。
４
月
17
日
に
は
『
一
年

生
を
迎
え
る
会
』
が
行
わ
れ
、
六

年
生
を
中
心
に
、
二
年
生
以
上
の

児
童
が
素
敵
な
お
兄
さ
ん
、
お
姉

さ
ん
ぶ
り
を
発
揮
し
た
。

相
撲
大
会
で
大
活
躍
で
ご
わ
す

小
千
谷
学
童
相
撲
大
会
女
子
の
部

で
、
六
年
青
木
玲
緒
さ
ん
、
男
子

の
部
で
、
四
年
阿
部
道
徳
さ
ん
、

二
年
浅
田
優
心
さ
ん
、
一
年
黒
㟢

碧
琉
さ
ん
が
、
い
ず
れ
も
三
位
。

各
種
ス
キ
ー
大
会
で
の
活
躍

　

中
越
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
ス
キ
ー
大
会
で
は
、
三
年
女

子
藤
塚
亜
子
さ
ん
が
見
事
一
位
、

四
年
女
子
の
品
田
萌
衣
さ
ん
が
二

位
、
四
年
男
子
の
阿
部
道
徳
さ
ん

が
三
位
に
入
賞
し
た
。

　

小
千
谷
市
小
学
校
親
善
ス
キ
ー

大
会
で
は
、女
子
リ
レ
ー
の
三
位
、

男
子
リ
レ
ー
の
五
位
と
な
っ
た
。

　

小
千
谷
市
民
ス
キ
ー
大
会
で

は
、
四
年
男
子
阿
部
道
徳
さ
ん
、

（4）

母 
校 

近 

況

・
友
田
組
合
長
が
表
彰

　

友
田
明
石
さ
ん
（
Ｊ
Ａ
越
後
お

ぢ
や
組
合
長
）
が
全
国
農
業
共
同

組
合
中
央
会
か
ら
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

で
最
高
の
特
別
功
労
者
表
彰
を
受

け
た
。
昭
和
37
年
組
合
に
入
り
、

Ｊ
Ａ
片
貝
組
合
長
、
Ｊ
Ａ
越
後
お

ぢ
や
組
合
長
を
歴
任
し
中
越
地
震

で
は
陣
頭
指
揮
を
取
っ
て
復
興
に

尽
力
し
た
。
東
京
片
貝
会
へ
は
毎

回
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
寄
贈
い
た
だ
い

た
。
今
期
５
月
で
の
勇
退
が
決
ま

っ
て
お
り
、
長
年
の
ご
親
交
に
感

謝
し
東
京
片
貝
会
か
ら
感
謝
状
を

贈
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

・
バ
ス
ケ
部
員
ら
が
事
故

　

３
／
16　

三
条
に
向
う
途
中
の

長
岡
で
停
車
中
に
大
型
ト
ラ
ッ
ク

に
追
突
さ
れ
、
中
学
生
六
人
と
保

護
者
一
人
が
病
院
搬
送
さ
れ
、
三

人
が
入
院
し
た
。
最
も
重
い
生
徒

は
頚
椎
骨
折
で
全
治
三
ヶ
月
の
ケ

ガ
。

・
総
合
病
院
の
用
地
候
補

　

厚
生
連
魚
沼
病
院
と
小
千
谷
総

合
病
院
を
統
合
し
て
の
統
合
病
院

（
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会
、

三
百
床
程
度
）
は
平
沢
地
内
（
イ

オ
ン
小
千
谷
店
北
側
）
田
ん
ぼ
に

平
成
28
年
４
月
開
院
を
予
定
し
て

い
る
。
機
能
と
し
て
、
救
急
治
療

室
を
整
備
し
対
応
す
る
。
人
工
透

析
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
急
性
期
の
患
者
に
も
対
応
で

き
る
機
能
を
整
備
す
る
。
急
性
期

〜
回
復
期
ま
で
の
リ
ハ
ビ
リ
機
能

の
充
実
を
は
か
る
。
な
ど
。

・
中
学
校
同
窓
会　
　

 

３
／
８

新
卒
業
生
「
結
虹
（
ゆ
い
こ
う
）

会
」
を
同
窓
会
に
迎
え
る
会
が
開

催
さ
れ
、
恒
曄
会
の
芝
久
典
さ
ん

が
「
今
と
昔
の
同
級
生
の
違
い
」

を
講
演
し
た
。

・
八
島
で
杉
林
に
延
焼

　

４
／
15　

八
島
で
敷
地
内
の
焚

き
火
か
ら
杉
林
に
延
焼
、
二
百
㎡

を
焼
い
て
１
時
間
後
に
鎮
火
。

・
片
貝
春
季
ゲ
ー
ト
大
会

4
／
14　

31
名
が
ク
ジ
を
引
き

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
対
戦
し
た
。

・
片
貝
木
綿
展　
　

 

３
／
６
〜

紺
仁
染
織
工
房
（
片
貝
、
松
井
均

社
長
）
制
作
の
片
貝
木
綿
や
着
物

を
展
示
即
売
し
た
。

・
三
洋
半
導
体
で
希
望
退
職

　

三
洋
半
導
体
製
造
㈱
群
馬
、
岐

阜
工
場
か
ら
新
潟
工
場
（
小
千
谷
・

約
八
百
人
）
に
生
産
を
集
約
し
て

い
た
が
、
再
度
二
百
五
十
人
程
度
、

３
月
末
で
の
希
望
退
職
を
募
っ

た
。
会
社
も
市
も
再
就
職
支
援
に

努
力
す
る
と
し
て
い
る
が
、
従
業

員
に
は
不
安
が
残
っ
て
い
る
よ
う

だ
。　

・
原
子
力
災
害
対
策
編

　

柏
崎
刈
羽
原
発
か
ら
30
㎞
圏
内

で
あ
り
、
３
月
18
日
ま
で
の
策
定

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
「
原
子

力
災
害
対
策
編
」
が
３
月
７
日

の
防
災
会
議
で
策
定
さ
れ
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
Ｔ
Ｏ
Ｐ
⇨
暮
ら
し
の
情
報

⇨
市
地
域
防
災
計
画

「
住
民
の
避
難
は
自
家
用
車
や
市

手
配
の
避
難
用
バ
ス
」「
自
動
車

燃
料
の
残
量
確
認
、
道
路
除
雪
対

策
強
化
、
自
主
防
衛
組
織
を
中
心

と
す
る
な
ど
」

・
今
年
も
豪
雪
で
し
た
。

　

今
年
も
豪
雪　

真
人
北
部
で
４

ｍ
、
片
貝
で
積
雪
２
ｍ
を
超
え
た

２
月
21
日
か
ら
豪
雪
対
策
本
部
が

設
置
さ
れ
、
降
り
続
い
て
22
日
か

ら
国
の
災
害
救
助
法
適
用
と
な

っ
た
。
そ
の
後
は
天
候
の
回
復
も

あ
り
積
雪
量
は
急
速
に
減
少
し
、

４
／
11
本
部
を
解
散
し
た
。
残
雪

は
片
貝
ゼ
ロ
、塩
谷
で
ま
だ
百
㎝
。

こ
の
間
、
残
念
な
が
ら
３
／
８
に

茶
畑
で
屋
根
か
ら
落
ち
た
雪
に
埋

も
れ
て
神
林
ト
ミ
子
さ
ん
が
亡
く

な
っ
た
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

本
田
ユ
キ
様
（
昭
16
卒
、
威
風
会
）

あ
と
が
き

　

片
貝
の
歴
史
マ
ッ
プ
を
拝
見
し

て
、
戦
国
時
代
を
生
き
た
片
貝
氏

の
大
屋
敷
や
各
所
の
神
社
・
寺
院
、

そ
し
て
筆
塚
な
ど
歴
史
を
再
認
識

し
ま
し
た
。
時
代
の
流
れ
、
環
境

の
変
化
で
町
も
変
わ
ら
ざ
る
を
え

な
い
も
の
の
郷
土
史
研
究
会
の
皆

様
の
尽
力
に
頭
が
下
が
る
思
い
で

す
。

　

同
級
会
の
状
況
な
ど
、
皆
様
の

ご
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。　
　
　

本
田
秀
幸
、
安
達
徹

訃
　
報


